








1＊ XBRLについては、次の文献を参照されたい。Hoffman, Charles, Financial Reporting Using XBRL: IFRS and US GAAP Edition,
Lulu, 2006. 河﨑照行編著『eディスクロージャー電子情報開示の理論と実践』中央経済社、2001年、100-132頁。坂上学・
白田佳子編著『XBRLによる財務諸表作成マニュアル』日本経済新聞社、2003年。淵田康之『XBRL入門』日本経済新聞社、
2003年。XBRL Japan『XBRL FACT BOOK 7.1』XBRL Japan、2005年。
＊ Bergeron, Bryan, Essentials of XBRL: Financial Reporting in the 21st Century, John Wiley & Sons, Inc., 2003.
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＊ ビジネスレポーティングの意義とその最新動向については、次の文献を参照されたい。AICPA, Special Committee on Finan-









































＊ Trites, Gerald D., Electronic Filing and Reporting: Emerging Technologies and Their Implicatons, CICA, 2005, pp.39-40. XBRL
Japan、前掲書、4-7頁。河﨑、前掲書、111-113頁。
＊ Hoffman, op.cit., pp.69-86. 坂上・白田、前掲書、8-9頁。
































　 なお、XBRLは、「XBRL FR」と「XBRL GL」のつの領域に区別される。「XBRL FR」
(Financial Reporting財務報告)とは、財務報告のための仕様をいうのに対し、「XBRL GL」
(General Ledger総勘定元帳)とは、日々の取引データを記録するための仕様をいう。現在、
「XBRL GL」の開発が精力的に行われており、「XBRL GL」と「XBRL FR」のリンクが実現すれ
ば、財務報告の明細をさまざまな形で参照することが可能となる＊10。

























































































































































































































＊17 Bergeron, op.cit., p167. Trites, op.cit., pp.76-77.
＊18 Bergeron, op.cit., pp.172-178.
XBRLベースの財務報告―意義と課題― (河 照行)
新しい情報技術(XBRL)のリスクについては、(ア)予測可能なリスクと(イ)不可避的なリスクに
区別できる。特に、後者の不可避的なリスクについては、適切な「コンティンジェンシー・プラン」
(contingency plan)を準備するか、または、経済的リスクを最小にするビジネスモデルを採用する
ことが考えられる。例えば、「アウトソーシング」(outsourcing)などがそのような代替案のつで
ある＊17。技術力に劣る企業では、XBRLの運用をアウトソーシングすることによって、新しい情
報技術からのリスクを回避するとともに、ベネフィットを享受することも可能となる。
(2) XBRLの価値評価のフレームワーク
XBRLの価値評価のフレームワークを示した
のが「図表」である＊18。
この図表では、財務報告の「スピード」、「質」、
「量」および「コスト」というつの要因が、
財務報告における新しい情報技術(XBRL)の価
値を規定することを示している。価値の大きさ
は、つの規定要因からの矢印が交差する球形
の相対的な大きさによって示されている。例え
ば、財務報告の「スピード」を高めることは、
財務報告の「質」を犠牲にすることとなる。ま
た、財務報告の「スピード」、「質」および「量」
を高めることは、「コスト」の増大をもたらす
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可能性がある。
したがって、これらのつの要因の均衡点をいかに図り、最適ミックスをいかに達成するかが、
新しい情報技術(XBRL)の採用を判断するうえでのカギとなる。例えば、既存の財務報告システム
をXBRLベースの財務報告システムに置き換えることによって、財務報告の「スピード」、「質」お
よび「量」を大幅に改善することが、既存のシステムよりも低い「コスト」で達成できれば、
XBRLの採用は決定的である。逆に、XBRLベースの財務報告システムは、その導入に伴うハード
ウェアやソフトウェアおよびメンテナンスに係る「コスト」が企業の追加的な負担となる場合は、
そのような追加的負担に見合った財務報告の「質」と「量」の要請があるかどうかを十分に検討す
る必要がある。このことから、新しい情報技術(XBRL)の採用に関する最適ミックスは、「財務報
告システムの技術基盤(infrastructure)」と「財務報告のニーズ」のつに依存することになる＊19。
□ むすび
本稿の目的は、電子ベースの財務報告を支える技術標準としてのXBRLについて、その意義と課題
を浮き彫りにすることであった。本稿での議論は、次の点に要約できる。
(1)XBRLは、財務情報の作成・流通・利用を促進させる目的で開発されたXMLベースのインター
ネット言語であり、財務報告のあり方を大きく変革させるものと期待されている。
(2)XBRLのような新しい情報技術は、「情報技術」と「利用者」の相互作用から成る「置換」と「普
及」の共進化プロセスによって、最終的に、技術標準として確立される。また、情報技術の標準
化は動的なプロセスであることから漸進的な改善が必要とされ、XBRLはそのような要請に最適
なインターネット言語とされる。
(3)新しい情報技術の利用者グループは、革新者、早期採用者、早期追随者、後期追随者お
よび遅滞者のつに類型化できる。現在、XBRLは早期追随者から後期追随者のステージにあ
り、XBRLの採用が遅れれば、それだけXBRLからのベネフィットを享受するチャンスは失われ
る。
(4)XBRLへの投資価値を規定する要因は、財務報告のスピード、質、量およびコストの
つである。XBRLの最大価値はこれらの最適ミックスによって達成されることから、XBRLの採
用については、「財務報告システムの技術基盤」と「財務報告のニーズ」を慎重に見極める必要
がある。
現時点で、XBRLのような新しい情報技術を採用し、最初の移行者となるにはリスクがあるかもし
れない。しかし、大多数の利用者がXBRLに移行することを待つ潜在的なリスクは、この情報技術に
期待されている「コストの節約」、「効率性の増大」、「競争上の優位性」といったベネフィットを失う
ことにもなろう。XBRLの採用に向けた決断の時が迫っている。
